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r ‘-�、P波や S 波の到来時刻の読み取り
精度をよくした結果、 この海域で発生
する微小地震の検知能力は、 格段に向
上しました。
1996年（平成8年）9月 5日に鳥島付
近で発生した地震による 津波は、
わずかな水圧の変化でしたが、 私たち
の津波観測装置は明瞭にこの津波をと
らえることに成功しました。
り、東南アジアの海域などで発生し、相
模トラフに到達するような 津波のデー
タを用いて津波地震の研究も行える見
込みがつきました。
題
現在、私たちは、
予定です。
らず、
ごく
これによ
この地震観測網や
関東・東海地域における高感度地震観
測網などにより得られたデ ー タを用い
て、相模トラフ海域及びその周辺にお
いてフィリピン海プレー トと陸域プレ
ー トがどのように接触して地震を引き
起こしているのかを解明 する研究や津
波の研究などを行っています。
私たちの地震観測網によって得たデ
ー タを広く提供していくとともに、 関
係研究機関と連携しながら、 デー タの
精度や信頼性の高度化を目指していく
これらの研究をさらに進め
ていくためには、 相模トラフ海域に限
日本列島周辺の大地震発生海域
での観測網の整備が必要不可欠です。
（問い合わせ先 ：地殻力学研究室）
